
 

 

 

 

 
 

管内 18地区の定点圃場にて、病害虫、分げつ、草丈などの水稲生育状況調査を行い、 

毎週、病害虫の発生状況などの情報提供を行いますので、ご活用ください。 

広島県（三入・広島地点）では、５月末にいもち病の発生好適条件になりました。 

好適条件から 7日後が発生する時期と推測されます。 

広島地方気象台は、向こう１週間の天気は、前線や湿った空気の影響で 

曇りや雨の降る日が多いと予想されています。いもち病の発生に注意しましょう！！ 
  

◆いもち病について 
  糸状菌が引き起こす病気で、稲の全生育ステージで発生。 

【発生条件】 

 気温：繁殖適温 25～２８℃の温度が連続する時 

 湿度が９０％以上の日が続き、日照不足の時 

 稲の葉色が濃い場合（窒素過多） 

【防除対策・薬剤】 

稲の生育や収量に大きな影響を与えますので、防除を徹底しましょう！ 
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予防剤 オリゼメート粒剤 
初発の１０日前 

から初発時 

２回 

以内 

 

４㎏ ３㎏ 

予防剤 コラトップジャンボ 出穂５日前まで 10～13P 50ｇ×10P 

多
発
生
時 

治療剤 ブラシン粉剤ＤＬ 収穫７日前まで 3～４㎏ ３㎏ 

 

   補植用の取り置き苗も“伝染源”となるため、早目に処分しましょう！！ 
 

～有害鳥獣（シカ）対策について～ 
 水稲の茎葉が柔らかい時期である田植え直後～分げつ期（３週間頃） 

を特に好み、被害が集中します！！ 
 

 深水管理による被害軽減 
ニホンジカは、水中に口を入れて採食しないことから、 

田植え後～中干しまで水深を 7ｃｍ程度の深水に保つこと。 

 ２ｍ程度の高さの柵を設置 

シカの運動能力は 1.5ｍの高さを飛び越えるジャンプ力があり、 

   耐久性の高いワイヤーメッシュなどの防止柵を設置しましょう。 

202３．６．6（vol.２） 

▲葉いもちの病斑 

▲シカによる食害 


